
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

2024 年 1 月 1 日、能登半島でマグニチュード 7.6 の大

地震が発生しました。 

NCM ジャパンは京都生協様と協働し、現地の送る支援

物資として１トン以上を搬出しました。 

最終的に七尾市と金沢の避難所に届けられました。 

物資の梱包作業や搬入作業は地域の子どもや青年の

方々に協力頂きました。 

梱包作業では、現地で仕分け 

作業をする事がないように、 

こちらで予め仕分けする等 

工夫して梱包しました。 

これらは NCM ジャパンの 

東日本大震災での活動の 

ノウハウですが、若い世代に 

災害に備える事の大切さを 

伝える事もできました。 

利尻島での食術支援 

京都は老舗料理店などを中心に「利尻産昆布の全体の８割」を消費しています。 

この事実は京都市民はあまり知りません。しかし、京都の和食文化は地方の第一次産業に

支えられています。今回の冬の利尻島訪問では、利尻島の子ども達に自分たちの島の名産    

が実際に遠く離れた地でどのように活用されているのかを知ってもらい、また 

 島の子ども達に第一次産業により関心をもってもらおうと「食術支援―出張版

＠利尻島」を開催しました。 

  冬の利尻島訪問の報告書は 

NCMジャパン公式 HPからもご覧いただけます。 

２４年度は、 

小学生～大学生 5名程が８月に訪問予定です。 
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      平和を実現する人々は、幸いである、その人たちは神と呼ばれる。 (聖書より) 
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●利尻プロジェクト ～冬の利尻訪問～ 

 

 

今号の内容 

・能登半島地震支援報告 

・島活プロジェクト 

・23年度決算報告 

・会員募集 

  

 

 

 

利尻島の子どもたちに利尻昆布を用いたタラの煮付けを食術支援として伝えてきました。 

食術支援として伝えてきたタラの姿煮の作り方は京都市で保護司をしている方から教えてもらった「タイの姿煮」の作り方を

応用したものです。また保護司の方に教えてもらったタイの姿煮の作り方は白身魚であれば応用できるものであったり、タラ

の方がタイよりも比較的入手しやすいとお聞きしたこともあり、当日はタラの煮付けを作成することとなりました。しかし実際に

利尻島で手に入る食材を用いて京料理の作成の仕方を伝授することが出来たため非常に有意義な機会となりました。 

＜冬季利尻訪問報告書より＞ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お申込み方法   

① いずれかに【氏名・住所・口数】をお送り下さい 

NCMジャパン事務局  

・メール ncmjapan.ncm@gmail.com 

 

②口座にお振込下さい。 

●ゆうちょ銀行 

【口座番号】00１９０-８-４２１７６６ 

 【名義】トクヒ)エヌシーエムジャパン 

 

●他の金融機関 

【店名】О１９(ゼロイチク) 

【店番】01９ 

【預金種目】当座預金 

【口座番号】０４２１７６６(※末尾の１は不要) 

 

NCMジャパンの活動： 

災害支援・子ども支援・国際支援を行っています。 

それらの活動の下支えは、賛助会員の会員費・寄付等で 

支えられています。 

どうぞ NCM活動にご協力・ご支援の程、宜しくお願いいた 

します。 

 
入会金    

(入会時のみ) 

年会費        

(毎年口数変更可) 

個人 2000円 6,000円/口 

団体・法人 2000円 30,000円/口 

 

発行者：特定非営利活動法人 NCMジャパン  

東京都認証(設立認証：2015年 6月 4日) 

代表理事：篠澤忠俊 

東京事務所 東京都中野区弥生町 2-39-11 

京都事務所 京都市右京区太秦安井辻ノ内町 10番地 1号 

メール：ncmjapan.ncm@gmail.com  

HP:https://www.ncmjapan.org/  SNS:Twitter ＠ncmjapan 

 

 

●２３年度決算報告 

 

 

 

  

 

QR コードからも「NCM ジャパン公式

HP」を読み取れます。 

NCMジャパンも法人化してから 9年が経ちました。 

９期に当る令和５年度は、子どもへの居場所支援事業を京都市に

おける子ども支援に注力し、自立への道の企画をおこないまし

た。また支援を必要とする人達も大幅に増加し、児童相談所への

案件も増え、そのような事象に対しては早期通報を行い家庭内暴

力の凶悪化を防ぎました。 

特に昨今の物価高が大きく影響し、母子家庭・支援を必要する家

庭へのケア・食品支援が拡大しました。現在、支援世帯数は 50世

帯を超えます。また、元日に発生した能登半島地震に対する復興

支援（物資支援・提供）を行いました。 

 

上記のように支援を必要とする人たちが増える一方で、助成金・

支援金は個人・企業・団体の寄付等は減少しており今期は赤字と

なりました。 

 

どうぞ皆様の賛助会員費・寄付が当団体の支えとなります。 

何卒ご協力の程、よろしくお願い申し上げます。 


